
○山梨県警察スクールサポーター運用要領の制定について

令 和 ５ 年 ８ 月 ２ 日

例規甲（少サ）第３６号

山梨県警察スクールサポーター運用要領

第１ 趣旨

この要領は、学校・地域における少年の非行防止、子どもの安全確保対策等に従事

する会計年度任用職員（以下「スクールサポーター」という。）の運用に関し必要な

事項を定めるものとする。

第２ 準拠

スクールサポーターの運用については、山梨県警察会計年度任用職員の取扱いに関

する要領の制定について（令和４年９月３０日付け、例規甲（務人）第４０号）に定

めるもののほか、この要領の定めるところによる。

第３ 配置

スクールサポーターは警察本部長（以下「本部長」という。）の指定する警察署等

に配置するものとする。

第４ 活動内容

スクールサポーターは、次に掲げる活動を行うものとする。

(1) 少年の非行防止及び立ち直り支援

(2) 学校等における子どもの安全確保

(3) 非行・犯罪被害防止教育の支援

(4) 地域安全情報等の把握及び提供

(5) その他少年の非行防止、子どもの安全確保等に関する活動

第５ 指揮監督等

１ スクールサポーターが配置された生活安全部少年・女性安全対策課長及び警察署

長（以下「警察署長等」という。）は、スクールサポーターに対し、適切な指揮監

督を行うとともに、業務に必要な各種法令等の指導教養及び警察職務倫理教養を実

施するものとする。

２ 警察署長等は、スクールサポーターに対し、その活動において、危害を受けるお

それがあると判断される場合は、所属警察官を同行させるなど受傷事故を防止する

ために必要な措置をとるものとする。

第６ 遵守事項

スクールサポーターは、次に掲げる事項を遵守しなければならない。

(1) 勤務中はスクールサポーター腕章（第１号様式）を着装するとともに、スクー

ルサポーター証（第２号様式）を携帯するものとする。



(2) その職務を遂行するに当たっては、法令を遵守し、かつ、上司の職務上の命令

に忠実に従わなければならない。

(3) その職の信用を傷つけ、又は職員の職全体の不名誉となるような行為をしては

ならない。

(4) その業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他人に知らせ、又は不当

な目的に利用してはならない。その職を退いた後も同様とする。

第７ 報告

１ 警察署長等は、スクールサポーターの毎月の活動結果及び学校等への巡回状況を

スクールサポーター活動月報（第３号様式）及び学校等巡回状況（第４号様式）に

より本部長に報告するものとする。

２ 警察署長等は、スクールサポーターが取り扱った特異な事例、効果的な事例等に

ついて、その都度書面により本部長に報告するものとする。



第１号様式

スクールサポーター腕章（えんじ地・文字は白色・日章は金色）

10ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

40ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

◎

◎ ◎

◎

  

 



第２号様式

（表）

第 号

ス ク ー ル サ ポ ー タ ー 証

↑ 氏 名

← 2.5ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ → 生年月日 ５．５ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

3.0ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ 上記の者はスクールサポーターである

↓ ことを証明する。

年 月 日

山 梨 県 警 察 本 部 長 印

９ｾﾝﾁﾒｰﾄﾙ

（裏）

１ 職務に従事するときは、本証を携帯しなければならない。

２ 本証は、その目的以外に使用してはならない。

３ 本証は、他人に貸与し、又は譲渡することはできない。

４ 本証を紛失したときは、直ちに発行者に届け出ること。

５ スクールサポーターの資格を喪失したときは、本証を

遅滞なく返納すること。

６ 本証に本部長印のないものは、無効とする。



第３号様式

スクールサポーター活動月報（ 月分）

山梨県警察本部長 殿

警察署長

項 目 当 月 件 数 年度累計件数 備 考

活 少年の非行防止活動及び立直り支援活動

動 学校等における児童等の安全確保活動

内 非行・犯罪被害防止教育及び支援活動

容 地域安全情報等の把握及び提供活動

その他の活動

（主な取扱事項）



第４号様式

学校名 訪問回数 学校名 訪問回数 学校名 訪問回数

合計 0

施設名 訪問回数

合計 0 合計 0 合計 0

その他

学校等巡回状況（　　月分）

スクールサポーター

小学校 中学校 高校


